
MACF礼拝説教要旨 
2025年 11月 9日 

 
「私は知らなかった、しかし今は」 

 
ヨハネによる福音書 1章 
19 さて、ヨハネの証しはこうである。エルサレムのユダヤ人たちが、祭司やレビ人たちを 
ヨハネのもとへ遣わして、「あなたは、どなたですか」と質問させたとき、  
20彼は公言して隠さず、「わたしはメシアではない」と言い表した。  
21彼らがまた、「では何ですか。あなたはエリヤですか」と尋ねると、ヨハネは、「違う」と言った。 
更に、「あなたは、あの預言者なのですか」と尋ねると、「そうではない」と答えた。  
22そこで、彼らは言った。「それではいったい、だれなのです。わたしたちを遣わした 
人々に返事をしなければなりません。あなたは自分を何だと言うのですか。」  
23 ヨハネは、預言者イザヤの言葉を用いて言った。 
「わたしは荒れ野で叫ぶ声である。 
『主の道をまっすぐにせよ』と。」 
24遣わされた人たちはファリサイ派に属していた。  
25彼らがヨハネに尋ねて、「あなたはメシアでも、エリヤでも、またあの預言者でもないのに、 
なぜ、洗礼を授けるのですか」と言うと、  
26 ヨハネは答えた。「わたしは水で洗礼を授けるが、あなたがたの中には、あなたがたの知らな
い方がおられる。  
27その人はわたしの後から来られる方で、わたしはその履物のひもを解く資格もない。」  
28 これは、ヨハネが洗礼を授けていたヨルダン川の向こう側、ベタニアでの出来事であった。 

 
29その翌日、ヨハネは、自分の方へイエスが来られるのを見て言った。 
「見よ、世の罪を取り除く神の小羊だ。  
30『わたしの後から一人の人が来られる。その方はわたしにまさる。わたしよりも先におられたか
らである』と 
わたしが言ったのは、この方のことである。  
31わたしはこの方を知らなかった。しかし、この方がイスラエルに現れるために、 
わたしは、水で洗礼を授けに来た。」  
32そしてヨハネは証しした。「わたしは、“霊”が鳩のように天から降って、この方の上にとどまるの
を見た。  
33わたしはこの方を知らなかった。しかし、水で洗礼を授けるためにわたしをお遣わしになった
方が、 
『“霊”が降って、ある人にとどまるのを見たら、その人が、聖霊によって洗礼を授ける人である』と 
わたしに言われた。  
34わたしはそれを見た。だから、この方こそ神の子であると証ししたのである。」 
＊＊＊＊＊＊ 
バプテスマのヨハネについて幾つかのことを学びたいと思います。 

 
この人は自分はメシアではないと断言しています。 



そして、救い主がやってくることを知っており、その救い主との関係についていえば 
「わたしはその履物のひもを解く資格もない。」と語っていて、自分の小ささを自覚しています。 
また救い主は「世の罪を取り除く神の小羊だ。」と語っていて、間違いなくそのお方をさし示し 
その役割を果たしています。 
そしてそこには謙遜な姿勢が表明されています。 

 
しかし、ここに注目すべき言葉は何度か出ています。 

 
＊「わたしはこの方を知らなかった」という言葉です。2度出てきます。 
 
31わたしはこの方を知らなかった。しかし、この方がイスラエルに現れるために、 
わたしは、水で洗礼を授けに来た。」  
 
33わたしはこの方を知らなかった。しかし、水で洗礼を授けるためにわたしをお遣わしになった
方が、 
『“霊”が降って、ある人にとどまるのを見たら、その人が、聖霊によって洗礼を授ける人である』と 
わたしに言われた。  
 
この「わたしは、この方を知らなかった」というのはどういう意味なのでしょう。 
それは今の私とどんな関係があるのでしょう。 

 
＊バプテスマのヨハネはイエス様が自分の親戚の人であり、その顔も名前も、これまでの 
生活状況も知っていたと思います。いつも会っていたわけではないでしょうけれど、マリアが 
ヨハネが生まれる前におばさんのエリザベスのところに行ってお手伝いをしているくらいですか

ら、 
これまで会ったことがないとか、全く会話をしたことがないとか、情報を聞いたことがないとか 
そんなことはなかったと思います。 

 
＊ここに出てくる「知らなかった」という表現は、 
バプテスマのヨハネはイエス様が、「主の道を整えるため」に遣わされた自分が指し示すべき 
「救い主」なのか、イエス様が「わたしより先に存在された救い主」だということについて知らなかっ

た。 
わからなかったという意味です。 
あの貧しい大工の息子が本当に、神様に遣わされたメシア（油注がれた救い主）なのかどうか 
ヨハネにはわからなかった、そのことについては「知らなかった」のです。 

 
ニコデモがイエス様に出会った時も話しましたが、 
イエス様を知る、イエス様を信じるという場合、単なる人間的な知識や客観的な 
存在を知るということとは別のようです。 

 
＊ヨハネはどのようにして「イエス様を知る」ことになったのでしょう。 



それは「「わたしは、“霊”が鳩のように天から降って、この方の上にとどまるのを見た。 」とあるよ
うに 
イエス様ご自身の上に臨んだ聖霊の働きによって悟ったのです。 
人間的な家系や関係によってイエス様のことを救い主と知ったわけではなさそうです。 
極めて「霊的」「体験的」「感じ取り」と関係がありそうです。 

 
ヨハネは 3章の後半にこう書かれています。 
 
22その後、イエスは弟子たちとユダヤ地方に行って、そこに一緒に滞在し、洗礼を授けておられ
た。  
23他方、ヨハネは、サリムの近くのアイノンで洗礼を授けていた。そこは水が豊かであったからで
ある。 
人々は来て、洗礼を受けていた。  
24 ヨハネはまだ投獄されていなかったのである。  
25 ところがヨハネの弟子たちと、あるユダヤ人との間で、清めのことで論争が起こった。  
26彼らはヨハネのもとに来て言った。「ラビ、ヨルダン川の向こう側であなたと一緒にいた人、 
あなたが証しされたあの人が、洗礼を授けています。みんながあの人の方へ行っています。」  
27 ヨハネは答えて言った。「天から与えられなければ、人は何も受けることができない。  
28わたしは、『自分はメシアではない』と言い、『自分はあの方の前に遣わされた者だ』と言った
が、 
そのことについては、あなたたち自身が証ししてくれる。  
29花嫁を迎えるのは花婿だ。花婿の介添え人はそばに立って耳を傾け、 
花婿の声が聞こえると大いに喜ぶ。だから、わたしは喜びで満たされている。  
30あの方は栄え、わたしは衰えねばならない。」 
 
31「上から来られる方は、すべてのものの上におられる。地から出る者は地に属し、 
地に属する者として語る。天から来られる方は、すべてのものの上におられる。  
32 この方は、見たこと、聞いたことを証しされるが、だれもその証しを受け入れない。  
33その証しを受け入れる者は、神が真実であることを確認したことになる。  
34神がお遣わしになった方は、神の言葉を話される。神が“霊”を限りなくお与えになるからであ
る。  
35御父は御子を愛して、その手にすべてをゆだねられた。  
36御子を信じる人は永遠の命を得ているが、御子に従わない者は、 
命にあずかることがないばかりか、神の怒りがその上にとどまる。」 

 
＊ヨハネは気づいたのです。イエス様は天から来て、天にある幸いを語るお方であり、 
それができるお方こそ、全ての人の上におられるお方だと。 

 
31「上から来られる方は、すべてのものの上におられる。地から出る者は地に属し、 
地に属する者として語る。天から来られる方は、すべてのものの上におられる。  
32 この方は、見たこと、聞いたことを証しされるが、だれもその証しを受け入れない。  
33その証しを受け入れる者は、神が真実であることを確認したことになる。  



34神がお遣わしになった方は、神の言葉を話される。神が“霊”を限りなくお与えになるからであ
る。  
35御父は御子を愛して、その手にすべてをゆだねられた。  
36御子を信じる人は永遠の命を得ているが、御子に従わない者は、 
命にあずかることがないばかりか、神の怒りがその上にとどまる。」 

 
そのお方は人の言葉を使うけれど 
、聖霊の促しの中で神の言葉を語っているのだと。 
イエス様を通して神様のみわざが実現しているということを知るのです。 

 
かつては「知らなかった」私たち、が、今、福音に触れ、聖霊の助けによって 
「知る」ことになった。 
そして、そのお方の支配下の中に、あるいは影響下のもとに喜んで生かされている 
という奇跡。 

 
＊＊＊＊ 
MACF礼拝映像はこちらです。 
https://youtu.be/fe_ixUapXPQ 
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